
 

図１－１　標準仕様

（１）歩道のない道路

（２）歩道のある道路（セミフラット型）

（３）歩道のある道路（マウントアップ型）

　　※ 民地内側溝等の構造物は地先境界ブロック(大阪市型)から２０mm控えて設置すること。

図１－２　民地内歩道　標準仕様

（１）セミフラット型

（２）マウントアップ型

　　　（単位：mm）

※歩道内の排水処理のため10ｍ間隔で歩車道境界

　ブロックに10ｃｍ程度の開口部を設ける。

※歩道幅員２．５ｍ未満の場合はマウントアップ型

を原則とする。
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（参考）　詳細図

地先境界ブロック(大阪市型) 植樹ブロック

歩車道境界ブロック(セミフラット型) 歩車道境界ブロック(マウントアップ型)

　※ 歩車道段差の状況により高さ300のブロックを使用。 　※ 歩車道段差の状況により高さ300のブロックを使用。
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